
平成 29 年 3 月 10 日 

秩父鉄道株式会社 

 

4/1（土）新駅「ソシオ流通センター駅」開業に伴い 

3/25（土）ダイヤ改正 
開業記念乗車券・入場券やハイキングイベントも 

 

秩父鉄道株式会社（本社：埼玉県熊谷市、代表取締役社長：大谷 隆男）では、平成 29 年 4 月 1 日（土）持

田－熊谷駅間に新駅「ソシオ流通センター駅」が開業することに伴い、平成 29年 3月 25日（土）に土・休日ダ

イヤ、3 月 27 日（月）に平日ダイヤの改正を実施いたします。また、「ソシオ流通センター駅」開業を記念し、

記念乗車券・入場券の発売、ハイキングイベントを実施します。詳細は、下記のとおりです。 

記 

１．ダイヤ改正について 

今回のダイヤ改正は、4 月 1 日（土）の新駅開業を見込んでいます。また、平日、土・休日ともにお客様の需

要に合わせ、羽生方面、秩父方面からの JR熊谷駅上り初発新幹線への接続を見直し、平日 22時台の下り普通列

車を増発することにより、さらに快適で便利な秩父鉄道を目指します。 

【主な改正内容】 

① 平日、土・休日とも熊谷駅 6時台到着列車（上り）を 1本増発します。 

② 平日、土・休日とも熊谷駅 19時～21時台発車列車（下り）を 1本増発します。 

③ 平日の影森駅発車 21時台（上り）、熊谷駅発車 22時台（下り）の急行列車を、普通列車に変更します。 

２．新駅「ソシオ流通センター駅」開業について 

（１）新駅開業について 

  この新駅は、地元の要望による請願駅として、熊谷市、行田市と共に整備を進め、「ひろせ野鳥の森駅」以

降約 14年ぶりに 36番目の旅客駅として開業いたします。 

（２）新駅の情報 

  駅 名：ソシオ流通センター 

  開 業 日：平成 29年 4月 1日（土） 

  所 在 地：埼玉県熊谷市戸出 102番地 1 秩父本線 持田－熊谷駅間 羽生起点 11k646m 

  駅 舎：木造平屋建て  停留所形式  建築面積 90.86㎡  延床面積 90.86㎡ 

  ホ ー ム：有効長 70ｍ 有効幅員約 3.4ｍ 

  営業範囲：旅客のみ 

 客 扱 い：全普通旅客列車（SL・急行列車は停まりません） 

 バリアフリー対応：・多機能トイレ・駅舎から駅前広場までスロープ設置・駅舎とホームがフラット構造 

 旅客案内サイン：・標準案内図記号のピクトサインを活用・主な案内に英語、中国語、韓国語の表記を付加 

・運行情報を表示するデジタルサイネージを設置 
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３．ソシオ流通センター駅開業記念乗車券・入場券の発売について 

（１）ソシオ流通センター駅開業記念乗車券 

■発売期間  4月 1日（土）～平成 30年 3月 31日（土） 

■発売箇所  秩父鉄道 羽生、行田市、ソシオ流通センター、熊谷の各駅窓口 

秩父鉄道通販サイト「ちちてつ e-shop」 ※各所割り当て無くなり次第終了 

■発売価格  240円 

■仕  様  カラ―乗車券（56*160縦長デザイン） 

（２）ソシオ流通センター駅開業記念入場券 

■発売期間  4月 1日（土）～平成 30年 3月 31日（土） 

■発売箇所  秩父鉄道 ソシオ流通センター、熊谷の各駅窓口 

秩父鉄道通販サイト「ちちてつ e-shop」 ※各所割り当て無くなり次第終了 

■発売価格  170円 

■仕  様  D型カラ―硬券入場券、ポストカードサイズ台紙付き 

４．「ソシオ流通センター駅開業記念ハイキング」（企画：秩父鉄道、立正大学）の開催について 

新駅開業を記念して、立正大学熊谷キャンパスと連携し、学生がコース立案から携わったハイキングです。東

行田駅をスタートし、行田市内の桜の名所や「協同組合熊谷流通センター（愛称：ソシオ熊谷）」を通りながら、

ゴールのソシオ流通センター駅を目指します。センター内では、参加者へ飲物のサービスがあります。 

■開 催 日  4月 1日（土） 

■受  付  東行田駅 9：00～10：30 

■内  容  約 13ｋｍ 約 3時間 30分 消費カロリー：960kcal 

一般向き/雨天決行/自由歩行/当日受付 

 ■参 加 費  無料（施設見学の際は別途料金が必要です） 

■イベント 「桜スタンプラリー」 

コース上の桜スポットを巡り、スタンプを 3つ以上集めるとゴールで「ソシオ流通センター駅

開業記念缶バッジ」をプレゼント。 


